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犬伏では今年も250匹のこいのぼりが渋海川に飾られ、通る人の目を楽しませてくれました。

　　　　　　　　　写真は、孟地小学校に通う登校中の児童です。

■松代町役場

〒942－1592　新潟県東頸城郡松代町大字松代3252番地1

TEL　O2559－7－2220

FAX　O2559－7－2526・7－2300
U　R　L　http＝／／www．d4dion．ne．jp／～matudai／

町長就任あいさつ及び予算……②～⑤

八王子市職員組合との交流……④～⑨

できごと・転入の先生・・…・・…・・⑩～0

東京発・松代の自然ほか…………⑫～⑬

福祉のページ…・………・一・・…・⑭～⑮

里創プラン通信・お知らせ……⑯～⑰

文芸・お知らせ・町の行事予定…⑪～⑲

主
な
内
容



　　鱗
　爆
難　縄灘灘蘂簸鑛灘難蒙

　萎　瀬
撚鍵

嚢i

雛灘鋸

　辮　巌
燃

賜

　　　　　　灘　　　　　難　　　　罐　　　　鱗　　　獅　　　鍛　繊　撒
灘繍

も
に

関
　
谷
　
達
　
治

　
豪
雪
の
年
ほ
ど
、
陽
春
の
ブ
ナ
の
若
葉
が
一
段

と
美
し
く
、
心
に
沁
み
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
町
議
会
議
員
各
位
を
は
じ
め
と
し
、
町

民
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
無
投
票

当
選
の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
支
援

と
ご
理
解
の
賜
物
と
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
．

時
代
の
節
目
、
節
目
に

　
昭
和
か
ら
平
成
に
か
わ
っ
た
、
そ
の
年
の
五
月
、

初
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
以
来
過
去
三
期
十

二
年
間
、
町
民
対
話
を
モ
ッ
ト
ー
に
町
政
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ほ
く
ほ
く
線
の
工
事
促
進
、
開
通
開
業
、
国
県

道
の
改
良
促
進
に
つ
と
め
、
又
当
時
一
億
円
「
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
」
に
取
り
組
み
芝
峠
温
泉
の
開

発
、
都
会
と
の
交
流
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
、

駅
周
辺
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
町

長
在
職
中
に
西
暦
二
千
年
を
迎
え
、
二
十
一
世
紀

の
第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
当
町
は
依
然
と
し
て
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。
昨
年
は
高
齢
化
社
会
に
対
応
す

る
為
、
町
民
待
望
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ

く
ほ
く
の
里
」
を
開
所
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
た
め
の
施
設
や
高

齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
あ
わ
せ
て
要

望
の
多
か
っ
た
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
の
建

設
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
介
護
保
険
の
充
実
を
は
じ
め

障
害
者
福
祉
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
と
と
も
に

　
昨
年
実
施
し
た
里
創
プ
ラ
ン
、
第
一
回
の
「
大

地
の
芸
術
祭
」
に
は
全
国
か
ら
大
勢
の
皆
様
方
か

ら
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
回
に
向
け
て

松
代
ス
テ
ー
ジ
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
一
番
大
切
な
生
活
の
基
盤
で
あ
る
農
業
の

振
興
、
商
工
業
お
よ
び
地
場
産
業
等
育
成
支
援
や

体
験
型
観
光
等
の
ふ
れ
あ
い
観
光
の
推
進
を
図
り

ま
す
．

　
ま
た
、
上
越
・
魚
沼
問
高
規
格
道
路
の
整
備
区

間
の
昇
格
と
国
・
県
道
や
町
道
・
集
落
道
・
農
林

道
の
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
．
そ
の
他
、
克
雪
住

宅
、
上
、
下
水
道
、
合
併
浄
化
槽
の
推
進
を
図
り

生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
．

　
四
期
目
の
最
大
の
政
治
課
題
は
・
地
方
分
権
時

当選証書を受け取る関谷町長

代
に
と
も
な
う
市
町
村
合
併
問
題
で
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
県
か
ら
示
さ
れ
た
合
併
パ
タ
ー
ン
を
参

考
と
し
、
調
査
研
究
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
議
論
を
深
め
適
切
な
判
断
を
行
え

る
よ
う
な
情
報
を
提
供
し
、
あ
く
ま
で
も
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
．

　
私
は
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
、
町
の
総
合

計
画
に
基
づ
き
「
人
と
自
然
の
生
命
が
輝
く
町
」

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
全
町
民
が
安
心
し
て
快
適

に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
適
進
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
．

　
何
と
ぞ
、
町
民
各
位
の
ご
鞭
燵
と
ご
協
力
を
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
四
期
目
の
町

長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
．
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．懇載薩講蕪類1凝1鐸霧職嚢勲題甕鱒聾澱謹

平成13年度一般予算編成の総額は35億2干5百万円
　　　　　　　　いのち
『人と自然の生命が輝くまち』を一歩一歩実現してい

くための予算。今回はその内容について主要事業とあ

わせて紹介します。

主要事業の概要

（農林）

　4年計画で始まった新山村振興等農林漁業特別対

策事業で、苧島地区の集落道改良工事を行います．

また、直接支払制度は2年目に入ります．

農林業費 単位＝千円

事業名 事業費 一般財源 事業概要

農業経営基盤強化促進対
策事業

902 458 認定農業者研修等経費

グリーンリース事業 180 O 貸農地管理等経費

匪璽］町価格安定事業 3，100 3，100
なす、ししとうの価格安定（価格

保証）基金積立補助（3年ごと）

水田農業経営確立対策事業 2，455 570 転作関連経費

特定農山村総合支援事業 4，522 O 田舎体験、都市交流等経費
中山間地域等直接支払交
付金事業

146，165 36，542
急傾斜農地耕作者等直接支払経
費

ハード主要事業 単位＝千円

事業名 事業費 一般財源 事業概要

集落センター屋根改造費
（町単）

3，429 3，219 孟地多目的集会施設

新潟米低コスト生産緊急
対策事業（県単）

3，085 O
各生産組合農業用機械整備補助
（J　A経由補助）

農林業生産体制整備事業
（県単）

28，000 0
千年・苧島生産組合農業用機械
整備等補助

匪亟］にいがたグリーンツー

リズム促進事業（県単）
6，200 1，600

田沢・菅刈・八王子交流施設案
内看板設置及び貸し農家改造補
助

團「新潟米」有利販売
体制確立事業（県単）

4，080 0 J　A低温施設改造補助

定住生活環境整備事業（補
助）

33，161 949 苧島集落道改良

県営事業（農免農道）負
担事業（補助）

11，668 568
蒲生・北山地区農免農道整備負
担

県営事業（中山間地域広
域型）負担事業（補助）

30，388 298
農道・集落道改良、営農雑飲用
水整備負担

県営事業（水と土ふれあ
い事業）負担事業（補助）

8，639 139 室野地区・松代地区ため池整備

町単農業基盤整備事業（町単） 4，000 4，000 町単ほ場整備補助

県単土地改良事業（県単） 22，800 550

集落道松代下タ小路線・農道仙
納蓬平線改良、松代原地区集落
排水

森林総合整備事業（補助） 6，558 1，905 各団地造林事業

公団造林事業（受託） 2，058 O 各団地造林事業
魎］県単小規模補助治山

事業（県単）
1，520 620 松代地区治山事業

魎］ふるさとの木ふれあ

い事業（県単）
4，500 2，250 アート作品案内看板設置

農業集落排水事業特別会
計助成事業（補助）

112，168 33，568
室野地区農業集落排水施設建設
繰出

平成13年度一般会計当初予算
（1）歳入の状況 金額（単位＝千円）

　　　　　　　　　　　財産収入　0．8％　32，866

　　　　　　　　分担金・負担金　0．8％　27，043

　　　　　　　　使用料・手数料　1．4％　49，738

　　　　　　　　　諸収入　1．4％　48，146
　　　　　繰越金　1．4％　50，000

　　　　繰入金　6．3％　222，604

　　　　町税　8．3％　292，997

　　　　　　　　　　　　　　　　自主財源地方特例交付金他　0．6％　20，595
　　　　　　　　　　　　　　　　20．5％自動車取得税交付金　0．7％　24，174

地方消費税交付金　1．1％　38，563
　　　　　　　　　　　　　　　　　歳入総額地方譲与税　1．4％　48，924
　　　　　　　　　　　　　　　　　3，525，000
国庫支出金　2．0％　68，803　　　　　　　　　　　　　100％

県支出金　7．9％　277，367

地方特例交付金他の内訳

利子割交付金

交通安全対策特別交付金
寄付金

地方特例交付金

　　町債
10．6％375，200

欝讐

地方交付税
55．3％

1，948，000

（2）歳出の目的別割合の状況

　　　　　　予備費

　　　災害復旧費

　商工費

消防費　3．6％

　　衛生費
　6．7％

　教育費
8．1％285，073

　民生費
11．0％　　387，004

0．2％6，982

金額（単位．千円）

　土木費
13．8％　　487，780

歳出総額

100％

公鵯，162

　総務費
16．9％596，599

　農林業費
15．4％　　543，658
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（教育）

　教育では、次世代を担えるよう豊かな心を持った

子どもの教育を目指すほか、各学校の施設の修繕を

行っていきます．また、社会教育では住民を対象に

情報社会に対応したパソコンの講習を行います．社

会体育では県の補助を取り入れクロスカントリース

キーの強化をするめていきます。

教育費

（民生・衛生）

　福祉では、少子化対策や障害者にやさしい町づく

りすすめる他、介護認定漏れの人や在宅福祉による

お年寄りへの支援を行います．

　環境衛生では、ごみの分別収集を推進し、リサイ

クルを図る一方、不法投棄をしないよう呼びかけて

いきます．

単位＝千円民生費 単位＝千円

事業名 事業費 一般財源 事業概要 事業名 事業費 一般財源 事業概要

小学校管理費 53，644 53，219

小学校一般経費・維持管理経費・

給食経費・スクールバス維持管
理経費

国民健康保険特別会計助
成事業

30，637 16，801 国民健康保険特別会計繰出

重度心身障害者医療費助
成事業

4，960 ，　3，460 重度及び心身障害者医療費助成
チャレンジ21教育推進運
動事業

1，184 908
小学校3校の地域の自然・文化
を学ぶ体験学習事業 身体障害者措置事業 15，763 3，467 身体障害者施設入所費

中学校管理費 28，479 28，360
中学校一般経費・維持管理経費・

給食経費 心身障害者通所援護事業 4，997 2，227
心身障害者通所作業所運営経費
補助

チャレンジ21教育推進運
動事業

252 252
中学校の進路学習、社会貢献活
動、スポーツ活動事業

新規バリアフリーまちづ
くり事業

11，700 1，300
県道松代高柳線歩道新設工事負
担金

語学指導経費 5，367 5，367 外国人による英語指導 新規障害者ホームヘルプ
サービス事業

289 133
障害者のホームヘルプサービス
事業委託社会教育推進事業 5，598 5，598 各種社会教育推進経費

新規IT推進事業 1，980 O 町民へのパソコン研修 ホームヘルプサービス事
業

1，776 861

介護保険認定漏れ者のホームヘ
ルプサービス事業委託（東頚福
祉会）

各種学級開設事業 1，644 1，494 自然教室・女性学級等開設経費

青少年研修センター管理費 8，747 3，217
青少年研修センター管理運営経
費

高齢者生活支援事業 14，167 3，193

介護認定漏れ者のディサービス、

配食サービス及び除雪援助等高齢
者生活支援事業委託（東頚福祉会）

クロカンスキー強化事業 3，012 2，012 ジュニアクロカンスキー強化費

ハード主要事業 単位＝千円
介護保険特別会計助成事業 65，252 65，252 介護保険特別会計繰出

老人保健特別会計助成事業 31，632 31，632 老人保健特別会計繰出
事業名 事業費 一般財源 事業概要

家族介護支援対策事業 2，940 1，432
ホームヘルパー資格取得補助及
びおむつ支給小学校施設整備事業（町

単）
9，260 2，260 松代小学校下水道接続工事他

老人保護措置事業 17，259 3，650 老人ホーム入所費

労働費 単位＝千円
住宅改造費補助事業 800 400

要介護老人及び身体障害者の住
宅改造費助成

事業名 事業費 一般財源 事業概要
在宅福祉ボランティア団
体育成事業

1，075 538 ボランティア団体運営費助成

出稼労働者援護事業 220 220 出稼労働者支援経費
保育所・へき地保育所運
営費

27，117 8，209
認可2保育所及びへき地保育所
費

ふるさと定住促進対策事業 3，300 2，779 就労報奨金支給

緊急地域雇用対策事業 3，078 68
駅内観光案内運営及び大地の芸
術祭作品管理委託経費

児童手当 10，670 1，318 児童手当支給

ハード主要事業

労働費

単位＝千円

単位＝千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衛生費

　．辮膿、、．，，膿翻診、1．難．墨　．、、　．騨、、、’聯灘

「左へ曲がるときはこうやって」子ども会による自転車教室

単位＝千円

事業名 事業費 一般財源 事業概要

ふるさと定住促進対策事業 1，700 1，700 出生祝金支給

老人保健事業 31，815 24，411 総合健康診査、各種ガン検診等

結核予防事業 1，490 1，490 結核予防経費

食生活改善推進事業 1，653 1，653 食生活改善普及経費

糖尿病予防事業 720 720 糖尿病予防教室開催経費

リハビリ教室事業 397 397 リハビリ教室開催経費

痴呆・ねたきり介護指導事業 225 225 介護教室開催経費

乳児・幼児医療費助成事業 933 481 乳児・幼児の医療費助成

新規不法投棄対策事業 860 860
ポイ捨て防止看板設置及び不法
投棄箇所防止柵設置

リサイクル推進事業 6，063 6，062 分別収集経費

不燃ごみ処理事業 8，263 8，263 不燃ごみ処理経費

ごみ処理事業 35，665 35，665 可燃ごみ処理経費

し尿処理事業 13，871 13，871 し尿処理経費

簡易水道特別会計助成事業 73，532 73，532 簡易水道特別会計繰出

罷

　ヂリ　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

羅鐡蕪鑛1：
＾〆評　．’

轟

ハード主要事業 単位＝千円

事業名 事業費 一般財源 事業概要

合併処理浄化槽普及事業
（補助）

7，638 4，802 7人槽8基、5人槽2基設置補
助

すくすく育て
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∫乳！』譜燃、＿
霞

幾

消防費

放水訓練から ヘルパー養成講座

単位’千円総務費

謹

笑顔が何よりです

単位＝千円

事業名 事業費 一般財源 事業概要 事業名 事業費 一般財源 事業概要

常備消防費負担金 91，467 91，467 常備消防費負担金 ふるさと定住促進対策事
業

750 750 結婚祝金支給
消防団費負担金 18，305 18，305 非常備消防団費負担金

災害対策経費 1，977 1，977 災害対策経費 新規住民基本台帳ネット

ワークシステム整備事業
6，257 6，257

行政事務の効率化や住民サービ
スの向上を図るためのシステム
整備

ハード主要事業 単位＝千円
新規松代町長選挙経費 4，183 4，183 選挙経費

事業名 事業費 一般財源 事業概要 新規参議院議員通常選挙
経費

9，716 30 選挙経費消防施設費負担金（補助） 9，494 1，994 防火水槽2基設置負担金

土木費 単位＝千円
企画振興費 6，844 6，844 町勢要覧作成経費他

里創プラン整備事業 4，126 4，126 大地の芸術祭作品管理経費他事業名 事業費 一般財源 事業概要

冬期保安要員設置費 9，227 5，519 保安要員1！集落配置

地域活性化支援事業 6，940 6，940 各種団体及び冬の陣等補助地すべり巡視員設置事業 1，788 234 地すべり巡視員9地区配置

ハード主要事業

土木費

ハード主要事業

単位＝千円

単位＝千円

単位＝千円

事業名 事業費 一般財源 事業概要 ハード主要事業 単位＝干円

道路橋梁維持管理費（町
単）

28，187 28，187
町道各路線維持修繕、オーバー
レイ工事

事業名 事業費 一般財源 事業概要

里創プラン整備負担事業
（十日町地域広域事務組
合事業）

！18，993 93

雪国農耕文化村センター（仮称）

周辺整備・駅南口連絡通路実施
設計及び用地取得

道路新設改良事業（町単） 44，750 1，250
町道改良1線、拡幅舗装1線、
突角改良3線、舗装2線

国県道工事負担事業（県
単）

40，000 40，000 国道、県道改良事業負担金
商工費 単位＝千円

町単防雪対策事業（町単） 6，000 0
再生防雪柵、町道善宗塚線3基・

松代海老東山線防雪柵2基設置 事業名 事業費 一般財源 事業概要

新規除雪車整備事業（補
助）

18，174 25 タイヤドーザ13t級1台購入
店舗改装費補助事業 1，800 1，800 店舗改装費補助

地方産業育成資金預託事
業

9，000 O 地方産業育成資金貸付
豊かで快適な雪国づくり
推進事業（県単）

9，555 33 小型除雪機18ps級5台購入
新規商店街活性化事業 3，015 1，515

商店街ギャラリーロード及び写
真展開催克雪住宅資金貸付事業（県

単）
14，179 0 克雪住宅建設貸付5戸 スキー場維持管理費 32，799 19，299 スキー場管理運営等委託

克雪住宅普及促進事業（県
単）

9，900 9，900 克雪型屋根改造補助45戸
ハード主要事業 単位二千円

住宅用地整備事業（町単） 12，400 400
金鉢地区千年川端線改良・暗渠
工事

事業名 事業費 一般財源 事業概要

公共下水道事業特別会計助

成事業（補助）
125，869 62，169

松代地区公共下水道整備事業繰
出

観光施設維持管理事業
　　　　　　　（町単）

5，919 5，919 芝峠宿泊施設等各種

災害復旧費 単位＝千円

事業名 事業費 一般財源 事業概要

過年発生町単農林業施設
災害復旧費（町単）

300 300 過年災害発生見込額計上

過年発生町単公共土木施
設災害復旧費（町単）

8，000 8，000 道路3線、河川3川復旧

（消防）

　消防関係では、「ほくほくの里」などに防火水槽を

2基設置します。

（土木）

　冬期間の屋根雪除雪の軽減を図るために、克雪住

宅に補助と資金の貸付を引き続き行うほか、千年金

鉢地区の早期分譲を目指して暗渠排水工事に入りま

す。

ハード主要事業

商工費

ハード主要事業

単位＝干円

単位＝千円

単位二千円

（総務）

　里創プラン整備負担事業では、松代ステージ周辺

の整備と駅南口連絡通路の実施設計費を計上しまし

た。

（商工）

　商店街の活性化対策として改装費の補助を行うほ

か、商店街の賑わいを取り戻すために大地の芸術祭

で好評だった商店街のギャラリーロードを継続して

行います。
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松
代
広
報
の
読
者
の
皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。

　
私
た
ち
（
自
治
労
）
八
王
子
市
職
員
組
合
は
、
東
京
の
西
の
は
ず
れ
、
八
王
子
市
役
所
の
職
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
労
働
組
合
で
す
。
正
規
職
員
？
　
臨
時
職
員
？
　
行
政
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
会
社
の

方
、
そ
し
て
退
職
を
さ
れ
た
方
の
四
つ
の
組
織
か
ら
編
成
さ
れ
、
四
千
有
余
名
の
組
合
員
が
居
り
ま
す
。

　
松
代
町
立
曹
刈
分
校
が
歴
史
の
幕
を
閉
じ
て
、
早
い
も
の
で
十
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
を
巣
立
つ
た
人
に
と
つ
て
．
母
校
へ
の
思
い
は
ラ
ン
ド
セ
ル
に
残
つ
て
い
る
傷
跡
の
よ
う
に
心
に
刻

ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
の
き
っ
か
け
は

　
　
舞
欝

　
　
災
　
　
燃

　
　
擁

，
嚢
鱒

『
纈
灘
、
難

き
蟹
稜

購
　
　
　
．
、
　
　
敏

　
そ
の
大
切
な
分
校
を
譲
り
受

け
、
田
沢
・
菅
刈
地
区
の
皆
さ

ん
と
交
流
を
創
め
ま
し
た
．
そ

の
頃
、
私
ど
も
の
労
働
組
合
は

結
成
五
十
周
年
を
迎
え
る
準
備

を
し
て
い
ま
し
た
。
五
十
年
間

続
い
て
来
た
活
動
と
五
十
年
目

か
ら
始
め
る
活
動
、
労
働
組
合

と
し
て
の
新
た
な
役
割
担
う
活

動
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
一

方
で
は
、
阪
神
淡
路
の
震
災
が

発
生
し
、
八
王
子
の
行
政
と
組

合
が
連
携
し
て
被
災
地
を
支
援

す
る
活
動
な
ど
も
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
交
流

そ
し
て
組
合
員
の
福
利
厚
生
活

動
の
更
な
る
充
実
を
新
た
な
テ
ー

マ
と
し
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
米
の
定
期
購
入
か
ら

　
最
初
は
、
松
代
冬
の
陣
に
招

待
を
受
け
参
加
し
て
い
る
程
度

で
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン
リ
ー
ス

（
農
村
や
自
然
環
境
を
活
か
し
た

取
り
組
み
）
の
中
で
、
松
代
の

お
米
を
農
家
か
ら
直
接
販
売
す

る
事
業
が
始
ま
り
、
福
島
地
区

の
方
よ
り
体
験
を
兼
ね
て
、
お

米
の
販
売
の
試
行
を
始
め
ま
し

た
。
福
島
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
分
校
の
地
元
で
も
同
じ

よ
う
な
形
で
、
始
め
ら
れ
た
と

い
う
事
で
田
沢
・
菅
刈
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

分
校
は
ど
う
す
る
の
？

　
ま
た
、
分
校
を
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
け
ば
良
い
か
検
討

し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
の
方

の
思
い
が
今
一
つ
理
解
で
き
な

い
部
分
が
あ
り
、
柳
明
氏
の
仲

介
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
田
沢
・

菅
刈
地
区
の
皆
さ
ん
と
も
話
し

合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
校

舎
の
現
況
を
出
来
る
だ
け
残
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
り
が

も
て
る
利
用
を
す
る
こ
と
で
気

持
ち
が
一
致
し
、
結
成
五
十
周

年
の
年
（
1
9
9
6
年
）
か
ら

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
大
喜
び
！

　
松
代
の
自
然
を
何
と
か
生
か

し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
出
来
な
い
か
検
討
し
た

結
果
始
め
ら
れ
た
の
が
、
自
然

体
験
教
室
で
す
．
組
合
員
の
子

供
さ
ん
（
小
学
四
年
～
六
年
生
）

を
連
れ
て
松
代
を
訪
れ
、
田
沢
・

菅
刈
の
子
供
会
の
皆
さ
ん
と
三

泊
四
日
の
林
間
学
校
生
活
を
送

る
も
の
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

時
間
ど
お
り
に
行
か
ず
、
関
係

者
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
か

ら
は
大
変
好
評
で
し
た
．

メ
ー
デ
ー
で
は
名
物
屋
台

　
五
月
に
立
川
市
で
開
催
さ
れ

6



繭

藩一鞭薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

る
メ
ー
デ
ー
に
私
ど
も
の
組
合

代
表
で
出
店
し
、
組
合
員
に
米

の
試
食
品
の
配
布
、
来
場
者
に

は
松
代
で
採
れ
た
山
菜
、
漬
物
、

ち
ま
き
な
ど
の
販
売
を
し
ま
し

た
。
屋
外
で
の
行
事
の
た
め
、

天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い
の

で
す
が
、
初
回
か
ら
大
変
好
評

を
い
た
だ
き
、
三
年
目
以
降
は

メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
か
ら
も

出
店
の
要
請
を
い
た
だ
く
ほ
ど

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
組
合
の
運

動
会
・
文
化
祭
、
八
王
子
市
の

い
ち
ょ
う
祭
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ェ
ス
タ
な
ど
に
参
加
・
交
流

し
て
い
ま
す
．

今
後
の
交
流
活
動
は
？

　
交
流
会
の
皆
さ
ん
と
相
談
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
年

間
に
6
回
も
の
活
動
が
あ
り
、

内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
こ

れ
以
上
の
部
分
は
行
政
の
援
助

を
受
け
な
が
ら
広
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
交
流
会
の
皆
さ
ん
の
活
動
は

松
代
に
行
く
こ
と
へ
の
動
機
づ

け
・
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
、

◆
・
・
書
．
◆
・
。
§
7
◆
三
…
．
◆
・
菖
冒
．
◆
・
一
邑
曹
．
◆
・
・
一
書
・
◆
‘
一
琴
◆
三
一
マ
◆
ム
マ
◆
三
…
・
◆
・
。
…
・
◆
三
一
一
7
◆
議
一
叩
・
◆
・
蕊
マ
◆
ゑ
号
◆
‘
一
…
一
◆
・
一
一
…
・
◆
・
蕊
マ
◆
・
三
一
7
◆
三
一
マ
◆
主
一
マ
◆
・
色
7
◆
議
マ
◆
・
一
一
…
・
◆
主
マ
◆
・
一
…
・

　　　　～昨年の交流の感想文から～
（学年は、感想文を書いたときの昨年の学年で紹介してあります）

か
ん
そ
う
ぶ
ん

－
年
　
や
な
ぎ
ゆ
き
え

は
じ
め
て
の
、
こ
う
り
ゅ
う
か
い
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

じ
ゃ
が
い
も
あ
つ
く
て
あ
せ
が
、
い
っ
ぱ
い
で
た
け
ど

お
お
き
な
い
も
で
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
で
た

べ
た
、
か
れ
い
ら
い
す
も
お

い
し
か
っ
た
け
ど
、
あ
げ

じ
ゃ
が
が
い
ち
ば
ん
お
い
し

か
っ
た
で
す
．

　
つ
ぎ
の
ひ
の
げ
い
む
で
、

や
お
や
の
う
た
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
。
お
に
い
さ
ん
や
、

お
ね
え
さ
ん
と
お
と
も
だ
ち

に
な
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

事
に
カ
を
入
れ
て
も
ら
い
．
松

代
に
来
て
か
ら
は
、
ア
芝
峠
温

泉
、
イ
名
所
・
旧
跡
を
訪
ね
る
、

ウ
山
菜
狩
り
、
エ
き
の
こ
狩
り
、

オ
蛍
狩
り
、
力
雪
国
で
の
遊
び
、

こ
の
他
各
地
域
の
皆
さ
ん
で
活

動
し
て
い
る
あ
ん
ぼ
作
り
や
そ

ば
打
ち
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

松
代
在
住
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
八
王
子
か
ら
の
者

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
．
交
流
活
動
を
松

代
の
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
．ま

つ
し
ろ
↓
ま
つ
だ
い

　
交
流
を
始
め
た
頃
は
、
松
代

を
ま
つ
し
ろ
と
呼
ぶ
人
が
多
か
っ

た
で
し
た
。

　
今
後
も
、
松
代
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
田
沢
・
菅
刈
の
交
流

会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
P
R
に

つ
と
め
ま
す
．

嚢
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か
ん
そ
う

4
年
　
立
花

翔

　
7
月
1
9
日
に
し
ゅ
ぎ
ょ
う
し
き
が
お
わ
っ
て
、

す
ぐ
に
、
キ
ャ
ン
プ
に
い
っ
て
4
～
5
時
間
か
か
っ

て
目
的
地
の
に
い
が
た
に
つ
い
た
。
か
ん
の
ん
ま

つ
り
に
い
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
バ
ス
に
の
っ

て
、
お
ふ
ろ
に
は
い
っ
て
、
ね
ぶ
く
ろ
を
だ
し
て

ね
た
。
つ
ぎ
の
ひ
の
、
あ
さ
は
や
く
に
お
き
て
、

バ
ス
で
い
ど
う
し
て
、
ち
ち
し
ぼ
り
に
い
っ
て
、

お
も
し
ろ
く
て
2
回
や
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
ち

ち
し
ぼ
り
の
あ
と
、
ま
つ
り
に
で
た
し
、
か
っ
こ

い
い
か
っ
こ
の
や
つ
を
き
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
．

み
ん
な
で
た
べ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ヤ
ッ
ク
の
え
い

が
を
み
て
、
ほ
し
を
み
ん
な
で
み
て
せ
つ
め
い
を

き
い
て
、
か
い
す
い
よ
く
に
い
っ
て
お
よ
い
だ
．

お
も
し
ろ
か
っ
た
し
、
ご
は
ん
も
お
い
し
か
っ
た
。

か
え
り
は
み
ん
な
つ
か
れ
て
い
た
。
そ
の
つ
ぎ
、

き
ゅ
う
け
い
タ
イ
ム
を
し
て
か
ら
、
夕
ご
は
ん
を

た
べ
て
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
て
か
ら
、
へ

い
こ
う
し
き
を
や
っ
て
、
お
ふ
ろ
に
は
い
っ
て
ね

た
．
あ
さ
お
き
て
、
か
え
る
じ
ゅ
ん
び
し
て
、
バ

ス
に
の
っ
て
か
え
っ
た
。
な
が
か
っ
た
よ
う
で
み

じ
か
か
っ
た
き
ゃ
ん
ぷ
だ
っ
た
。

’N

レ

、

！

八
王
子
に
さ
ん
か
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
3
年
　
柳

和
実

　
1
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
ば
つ
く
り
で
す
。

そ
ば
を
つ
く
る
の
は
、
た
い
へ
ん
で
、
こ
ね
る
の

も
、
き
る
の
も
ほ
か
に
も
た
の
し
い
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

　
と
も
だ
ち
も
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た
。

　
夕
食
パ
ー
テ
ィ
ー
も
た
の
し
か
っ
た
し
、
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
じ
ゃ
が
い
も
ほ
り
は
、
と
て
も

た
い
へ
ん
で
し
た
．
じ
や
が
い
も
カ
レ
ー
を
作
っ

て
食
べ
た
ら
、
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
．

夕
方
に
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

う
た
を
う
た
っ
た
り
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
夜

に
は
ほ
し
の
か
ん
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
お
り
ひ

め
や
ひ
こ
ぼ
し
、
あ
ま
の
川
な
ど
お
し
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

自
然
体
験
教
室
に
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
4
年
　
小
倉

唯
司

　
7
月
1
9
日
か
ら
2
2
目
ま
で
八
王
子
市
役
所
の
職

員
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
励
㎞
先
の
新
潟
県
東
頚
城
郡

松
代
町
菅
刈
と
い
う
と
こ
ろ
の
分
校
に
と
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
た
と
き
ち
ょ
っ
と
す
ず
し

く
て
、
と
う
き
ょ
う
と
は
ち
っ
と
温
度
が
ち
が
う

な
と
思
い
ま
し
た
．
そ
し
て
、
分
校
で
夜
ご
は
ん

を
食
べ
て
ま
つ
り
に
い
っ
て
、
そ
の
あ
と
温
泉
に

行
っ
た
ら
、
あ
み
戸
の
下
で
何
か
が
か
さ
か
さ
い
っ

て
い
た
の
で
、
あ
み
戸
の
下
を
か
い
ち
ゅ
う
電
燈

で
照
ら
し
て
見
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
大
き
な
く
わ
が

た
が
い
て
、
ま
さ
き
が
あ
み
戸
か
ら
下
り
て
つ
か

ま
え
た
ら
6
㎝
5
㎜
の
の
こ
ぎ
り
く
わ
が
た
♂
で

し
た
。
そ
の
あ
と
、
あ
み
戸
に
こ
く
わ
が
た
が
く
っ

つ
い
て
い
て
と
り
ま
し
た
。
そ
し
て
分
校
に
か
え
っ

て
、
玄
関
の
あ
か
り
の
下
を
見
た
ら
、
ぼ
く
が
ほ

し
か
っ
た
7
㎝
2
㎜
の
み
や
ま
く
わ
が
た
が
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
こ
う
ら
さ
ん
と
い
う
人
が
と
り
ま

し
た
。
つ
ぎ
の
目
、
あ
つ
い
中
ま
つ
り
で
よ
ろ
い

や
、
お
も
い
昔
の
て
っ
ぽ
う
を
も
っ
て
3
㎞
ぐ
ら

い
あ
る
き
ま
し
た
．
そ
し
て
お
わ
っ
て
温
泉
で
ま

た
こ
ん
ど
は
、
み
や
ま
く
わ
が
た
の
5
㎝
5
㎜
の

や
つ
を
と
り
ま
し
た
．
つ
ぎ
の
目
は
温
泉
で
と
る

ん
じ
ゃ
な
く
て
、
行
く
ま
え
に
あ
み
戸
で
の
こ
ぎ

り
く
わ
が
た
の
♀
を
と
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
く
わ
が
た
を
と
っ
た
の
は
初
め
て

で
し
た
。
そ
し
て
さ
い
こ
う
で
し
た
。

願願璽頚
祭』り参加
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う
れ
し
か
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
5
年

市
川
　
大
地

　
僕
は
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
．

　
一
つ
目
は
「
そ
ば
作
り
」
で
す
。
学
校
で
作
っ

た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
そ
の
と
き
に
使
っ
て
い
な

い
材
料
も
使
っ
て
い
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く

り
し
ま
し
た
．
そ
う
し
て
、
作
っ
て
い
っ
て
、
切
っ

て
い
る
と
、
切
る
の
を
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
。
う
れ

し
か
っ
た
で
す
．

　
二
つ
目
は
、
「
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
で
す
。
1
回
目

を
や
っ
た
と
き
、
八
王
子
と
田
沢
・
す
が
か
り
と

ご
ち
ゃ
ま
ぜ
チ
ー
ム
で
し
た
。
そ
れ
で
、
バ
ト
ル

し
た
ら
ぼ
く
の
い
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
．
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
次
に
、
八
王
子
対
田

沢
・
す
が
か
り
で
試
合
し
た
ら
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
．
ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。

八
王
子
と
の
交
流
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
5
年
　
市
川

麻
美

　
私
は
八
王
子
交
流
会
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
二

つ
あ
り
ま
す
．

　
一
つ
目
は
、
牛
の
ち
ち
し
ぼ
り
で
す
。
私
は
い

く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
す
ご
く
山
の

中
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
．
ち
ょ
っ
と
く
さ
か
っ

た
け
ど
、
ち
ち
が
出
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
2
つ
目
は
、
ビ
デ
オ
上
演
会
で
す
。
わ
た
し
は
、

ど
ん
な
ビ
デ
オ
だ
ろ
う
？
　
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ヤ
ッ
ク
つ

て
ど
ん
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
み
ま
し
た
。

あ
ま
り
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
ま
た
来

年
も
ち
が
う
の
を
見
た
い
で
す
。

　
そ
れ
で
、
今
年
遊
ん
だ
友
達
と
ま
た
会
っ
て
遊

び
た
い
で
す
．

松
代
に
行
っ
て

6
年
　
山
本
ま
ど
か

　
三
度
目
の
、
松
代
も
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
松
代
観
音
祭
り
は
、
よ
ろ
い
を
着
て
歩
い
た

し
、
き
れ
い
な
花
火
も
見
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
．

海
は
ち
ょ
つ
と
波
が
な
く
て
つ
ま
ん
な
か
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
で
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
遊
べ
て
楽
し
か
っ

た
し
、
お
昼
に
食
べ
た
お
に
ぎ
り
と
浜
汁
が
お
い

し
か
っ
た
で
す
．

　
分
校
は
い
つ
も
と
か
わ
ら
ず
怖
か
っ
た
で
す
．

特
に
階
段
が
「
ギ
シ
ギ
シ
」
い
っ
て
て
、
と
っ
て

も
怖
か
っ
た
で
す
．
で
も
、
ト
イ
レ
は
き
れ
い
で

良
か
っ
た
で
す
．

　
み
ん
な
で
作
っ
て
食
べ
た
カ
レ
ー
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
も
み
ん
な
で
歌
っ

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
来
年
も
行
き
た
い
け
ど
、
中
学
生
な
の
で
い
け

な
い
と
思
う
の
で
、
多
分
こ
れ
が
最
後
の
松
代
だ
っ

た
と
思
う
と
、
ご
飯
は
お
い
し
か
っ
た
な
あ
と
思
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
松
代
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
松
代
の
人

た
ち
は
、
み
ん
な
い
い
ひ
と
と
お
も
い
ま
す
。
さ

よ
な
ら
。

L
…
7
◆
一
薗
一
マ
◆
畠
『
7
◆
色
一
マ
◆
主
▽
◆
一
－
一
マ
◆
皇
マ
◆
一
…
7
・
◆
一
薗
一
マ
◆
一
邑
マ
◆
含
一
マ
◆
急
下
◆
一
邑
マ
◆
一
…
▽
◆
二
…
7
◆
轟
一
冒
響
・
◆
ゑ
マ
◆
皇
マ
◆
一
一
｝
マ
◆
皇
マ
◆
一
雲
．
・
◆
一
一
署
．
・
◆
ム
＝
．
・
◆
一
一
一
〒
◆
一
邑
マ
▲
ン

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

ψφ・祠トψ・ひψφ個剛φψφψφ・伺騨φψφψφψφ・砂φ・仲φ・仲φψ◆ψ◆ψφψ◎伺剛・《帥◆伺｝φ・榊φψφ・仲φψ《帥φ一ψφ禰φψ◆碓φ一曲φ・砂φ・卿φ禰◆曲φ・砂ψ”鼎φ榊◆ψ引酔く飼

棚囲隠つ脳て考える
　
農
村
の
原
風
景
で
あ
る
棚
田
。
そ
の
景
観
は
、
昨

年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
も
脚
光
を
浴
ぴ
ま
し
た
。
こ

の
親
し
ま
れ
な
が
ら
も
消
え
つ
つ
あ
る
棚
田
の
現
状

に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
と
自
然
観
察
会
が
来
月

当
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
潟
県
自
然
観
察
指
導
員
の

会
な
ど
が
主
催
す
る
も
の
で
、
今
年
で
3
回
目
に
な

り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
調
整
田
を
利
用
し
た
ト
ン
ボ
の
池
づ
く

り
（
ト
ン
ボ
の
す
む
環
境
づ
く
り
を
ビ
オ
ト
ー
プ
と

呼
ん
で
い
ま
す
）
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動

は
、
昨
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
直
接
支
払
い
制
度
で
の

活
動
の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
実
施
し
て
い
る
地

区
も
あ
り
ま
す
．

　
主
催
者
の
一
人
で
あ
る
若
井
明
夫
さ
ん
は
「
棚
田

の
保
存
に
向
け
た
活

動
盲
遜
沽
発
に
な
っ

て
い
ま
す
．
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
井
さ
ん

の
「
貸
し
民
家
み
ら

い
」
の
宿
泊
も
可
能

で
す
．
詳
し
い
こ
と

は
若
井
さ
ん
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
期
日

○
参
加
費

○
問
い
合
わ
せ
6
月
9
日
ω
～
1
0
日
㈲

大
人
6
千
円
（
宿
泊
・
食
事
込
み
）

　
　
　
若
井
明
夫
皿
7
1
2
5
6
1

ψ．φ叩φ一噛φ・融φ砂。ひψφ一ψφ一栂』ゆφ曲φ・ゆ・ひ・ψφ・ψφ卵◆ψ・ひψφ鞭φ弾φ・ψφ・榊・ひψφ一仲◎噌◆ψφ・ψφ一ψ一ひ・ψφ“卿◎ψ・ひ仲φ“φ卿φ・“ひ個図ゆ“ひ・曲◎ψφψφ瀞φ・鞭・ひ佃図ゆ

’
マ
◆
睾
◆
寺
◆
≒
◆
≒
◆
寺
◆
寺
◆
≒
◆
寺
◆
寺
◆
寺
◆
寺
◆
≒
◆
寺
◆
寺
◆
睾
◆
寺
◆
寺
◆
睾
◆
寺
◆
睾
◆
幸
◆
睾
◆
寺
全
亨
㌧
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お
お
き
な
花
に
育
て
た
い

　
　
　
松
代
小
学
校
に
“
人
権
の
花
”

　
4
月
1
9
日
、
松
代
小
学
校
で
、
法
務
局
十
日
町

支
局
長
の
内
船
正
敏
さ
ん
と
人
権
擁
護
委
員
の
石

黒
良
泉
さ
ん
か
ら
『
人
権
の
花
』
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
．

　
『
人
権
の
花
』
と
し
て
ダ
リ
ア
の
花
の
球
根
な
ど

一
式
を
受
け
取
っ
た
児
童
会
の
関
谷
恵
介
さ
ん
と

小
堺
祐
希
さ
ん
は
、
「
い
た
だ
い
た
花
は
、
総
務
委

員
を
中
心
に
み
ん
で
協
力
し
て
育
て
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
人
権
の
花
の
運
動
は
法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
毎
年
花
の
種
な

ど
を
小
学
校
に
贈
っ
て
い
る
も
の
で
す
．
松
代
小

学
校
は
昨
年
に
続
い
て
2
年
目
の
取
り
組
み
に
な

り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

、
欝
・
－

職
灘

よ
う
み
ん

な
で
カ
を

あ
わ
せ
て

育
て
て
ほ

し
い
も
の

で
す
．

松
寿
大
学
開
講
校
式

　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
は
㎜
人

　
4
月
2
7
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
松
寿
大
学
の
開

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
長
の
美
濃
和
英
さ
ん
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
昨
年
n
月
に
皆
さ
ん
に
お
会
い
し
て
か
ら
、
半
年

ぶ
り
の
再
会
．
今
日
は
、
皆
さ
ん
、
顔
の
シ
ワ
も

伸
び
、
色
ツ
ヤ
も
よ
く
な
っ
た
よ
う
で
す
」
と
話

し
、
続
け
て
長
生
き
と
長
寿
の
違
い
に
ふ
れ
、
「
ピ

ン
ピ
ン
と
健
康
で
、
最
後
に
コ
ロ
リ
と
い
く
．
あ

あ
、
い
い
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
．
し
か
し
、
み
ん
な
が
そ
う
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
．
江
戸
時
代
の
貝
原
益
軒
は
養
生
訓
の
中

で
心
の
健
康
に
つ
い
て
ふ
れ
、
『
心
は
楽
し
む
べ
し
』
、

明
る
く
楽
し
い
こ
と
を
考
え
、
そ
し
て
、
そ
う
し

た
こ
と
を
実
行
し
な
さ
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
松

寿
大
学
の
講
座
で
趣
味
や
新
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
心
の
健
康
を
保
つ
た

　　　　　　　　　　　　　　塗　　　　　　　　　　　　　毒　　　　　　　　　　　擁　　　　　　　　　　獲　　　　　　　　　し　　　　　　　生　　　　　　発　　　　が　　　轟　幽山

火
の
始
末
、
山
で
の
入
山
マ
ナ
ー
は
守
っ
て

　
4
月
2
3
日
に
儀
明
地
内
、

ま
た
4
月
2
7
日
に
蓬
平
地
内

で
そ
れ
ぞ
れ
山
火
事
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
雪
消
え
と
と
も

に
作
業
や
山
菜
採
り
等
で
山

に
入
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
．　
分
遣
所
で
は
、
「
枯
れ
草

等
火
災
の
発
生
し
や
す
い
場

所
で
は
、
火
は
た
か
な
い
。

ま
た
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら

は
必
ず
消
し
、
投
げ
捨
て
た

り
し
な
い
な
ど
、
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
．

　
山
火
事
を
起
さ
な
い
よ
う

各
地
域
で
注
意
し
た
い
も
の

で
す
．

め
の
大
学
が
松
寿
大
学
だ
と
思
い
ま
す
．
今
年
も

楽
し
く
、
皆
さ
ん
と
助
け
合
い
な
が
ら
講
座
を
す

す
め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
谷
町
長
は
、
「
㎜
歳
以
上
の
人
は
全
国

で
1
万
3
千
人
。
男
は
2
千
5
百
人
、
女
は
1
万

5
百
人
程
だ
そ
う
で
す
。
女
性
は
あ
ま
り
肩
肘
を

張
ら
ず
に
生
き
る
の
が
健
康
に
よ
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
．
当
町
に
は
現
在
百
歳
の
人
は
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
に
み
ん
な
が
す
ぐ
に
コ
ロ
ッ
と
い
か
な
い

で
、
ど
う
か
楽
し
い
松
寿
大
学
を
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
．

　
今
後
1
0
回
の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
活
動

の
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
ま
で
．
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鯛・ゆ紳紳・馨・わたしたちの先生転入の先生を紹介します！紳軸紳◇陣

鑑地那蓼校

（
敬
称
、
職
名
は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。

カ
ッ
コ
書
き
は
、
異
動
前
の
学
校
名
で
す
）

電
欝沢康離
倣灘紛

蕎塚華馨手

　腿蘇繭

竹田　進則
癒籔牽i灘輸

馨
麗
禦
嚢
灘
㎜
擁
鱗
灘
魏
難

　
　
㎜

奴奈朋爆学校

　　　　難

　　　鐵む謙地囲　帯業
篠松槻禰

　ね　　お

幽麟　義尚
蓬織溺羅鵜鋤

畢園　顯領
徽舞難簗

松代顯学校i驚縷謙

　　蘇
辮藤　国平

簸瓢津菓㈱

裟■

畜鵬奴作
㈱陵㈱

渡遽あゆ轟
　嚢畜劃彌

糟恭購藩
　蓬松織簗諜

一若井明夫さん囲醗圏魑圏翻雛

　今回は、新潟工科専門学校

バイオテクノロジー科の学生

の農業体験を受け入れる若井

明夫さんに話しをうかがいま
した。

　
学
生
に
は
「
自
分
の
住
ん
で
い
た
蓬
平
の
家
を
提
供
し
、
農
家
の

家
の
暮
し
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
農
業
も
し
て
も
ら
う
一
」
と
に
な
り

ま
す
。
田
植
え
、
そ
し
て
夏
の
草
取
り
と
稲
刈
り
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
す
」
と
話
す
若
井
さ
ん
。

　
こ
う
し
た
米
づ
く
り
の
ほ
か
、
郡
内
6
町
村
で
取
り
組
む
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た
『
田
舎
体
験
』
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
若
井
さ
ん
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
作
っ
て
P
R
も
行
っ
て
い
ま
す
。
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
予
約
状
況
も
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
土
曜
、

日
曜
は
予
約
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
で
も
、
問
い
合
わ
せ
の
電
話

が
あ
り
、
対
応
が
大
変
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
を
す
る
若
井
さ
ん
。

一
般
の
予
約
で
は
2
泊
か
ら
3
泊
で
利
用
す
る
家
族
連
れ
の
利
用
が

多
い
そ
う
で
す
。
「
自
分
と
し
て
は
、
特
に
目
的
を
持
た
ず
に
、
の
ん

び
り
と
寝
転
が
っ
て
過
ご
し
て
も
ら
う
の
も
い
い
ん
じ
や
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
若
井
さ
ん
は
ト
ン
ボ
の
訪
れ
る
環
境
づ
く
り
（
ビ
オ
ト
ー

プ
）
の
世
話
役
も
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
一
」
れ
か
ら
の
季
節
、
泊
ま
り
な
が
ら
、
昼
は
ト
ン
ボ
、
夜
は
ホ
タ

ル
を
な
が
め
て
、
若
井
さ
ん
か
ら
ビ
オ
ト
ー
プ
ヘ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
話
し
を
聞
く
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
蓬
平
の
家
「
み
ら
い
」
の
利
用
は
一
泊
一
人
3
干
5
百
円
か
ら
受

付
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
【
問
い
合
わ
せ
】
皿
7
1
2
5
6
1
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後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
に
想
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縷

　
春
三
月
と
言
っ
て
も
雪
国
は
ま
だ
寒
い
。
今

年
は
大
雪
で
積
雪
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
魚
名

を
綴
っ
て
『
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
』
を
た
ず

ね
て
み
よ
う
．

　
コ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ

　
鯉
〃
と
言
わ
れ
て
久
し
緬
に
参
上
．

　
　
　
カ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ジ
カ

　
元
気
貝
、
差
し
出
す
手
が
鯖
む
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ

　
冬
の
陣
も
十
四
回
、
目
で
鯛
こ
と
で
す
．

　
初
日
は
松
代
幕
府
の
出
陣
式
だ
．

　
食
い
倒
れ
横
丁
の
会
話
か
ら

女
　
東
京
か
ら
来
た
が
？

　
　
　
　
　
　
ス
シ

客
　
新
幹
線
は
鮨
詰
め
だ
っ
た
よ
．

　
　
エ
イ
　
　
ホ
ッ
ケ
　
　
コ
チ
　
　
　
　
サ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ジ
ョ
ウ

女
癬
、
鰭
、
鯖
来
て
碓
で
も
一
杯
鱈
”
。

客
　
鰍
き
ま
す
．
喉
が
鯛
と
鳴
る
．
世
話
に
成

　
　
る
の
。

女
そ
っ
け
な
こ
と
、
岩
魚
な
い
で
よ
。
遠
慮

　
　
し
な
い
で
．

　
　
タ
ラ
フ
ク

　
　
鱈
鰻
飲
ん
で
…

と
い
っ
た
か
ど
う
か
別
と
し
て
、

サ
ケ
　
　
ス
ズ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ

鮭
の
鰭
め
上
手
に
や
あ
、
鱒
〃
参
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ッ
ケ

他
の
客
が
来
た
の
で
鰭
の
幸
い
ホ
ウ
ボ
ウ
の
手

で
逃
げ
出
す
．

釣
ク
ラ
ブ
会
長

　
　
　
関
　
谷

　
　
　
草
加
市
在
住

　
　
孝

（
千
年
・
鉄
京
）

次
の
場
所
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
グ
ハ
ゼ

ぼ
ん
ぼ
様
と
雪
上
み
こ
し
、
簸
裟
ま
る
ぜ
え
．

裸
若
衆
に
雪
が
舞
う
。

　
　
　
　
　
　
ス
ル
メ
　
　
　
　
　
ム
ツ

審
査
も
ど
れ
に
蜴
い
か
、
鮭
か
し
い
。

ア
ン
コ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ル
カ

鮫
ん
し
ょ
も
、
こ
こ
ん
し
ょ
も
、
み
ん
な
鮪
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ゼ

ぼ
ん
ぼ
様
の
火
に
縢
の
人
た
ち
の
顔
が
明
る
く

浮
か
ぶ
．

二
日
目
は
鉄
人
レ
ー
ス
だ
。

コ
ノ
シ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ツ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ら

終
は
俺
の
も
の
だ
．
鰹
ぞ
ー
、
と
大
鮨
を
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ク
ジ
ラ

や
つ
．
降
り
辞
ぬ
雪
に
目
鯨
を
立
て
る
や
つ
。

サ
ワ
ラ鰭
ぬ
神
に
た
ち
お
う
な
し
。

　
ア
ユ
　
　
サ
バ

若
鮎
は
鯖
〃
と
し
て
い
い
ね
．

ア
ジ鯵
な
声
援
も
聞
こ
え
る
。

ハ
モ
　
　
　
　
ゴ
リ
ゴ
リ
　
　
　
　
　
　
　
イ
ワ
ナ

鮭
う
、
鰍
だ
な
ん
て
岩
魚
い
で
、
岩
魚
い
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ナ
ギ

ま
つ
だ
い
冬
の
陣
が
鱒
々
発
展
し
て
鰻
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ラ
　
　
　
　
　
　
カ
ニ

に
全
国
に
知
れ
渡
っ
鱈
、
い
い
蟹
と
願
っ
て
い

ま
す
．
「
あ
な
た
は
何
匹
見
つ
け
ま
し
た
か
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
。
綴
方
教
室
よ
り

●
　
●
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
0
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
●
　
●
　
●
　
O
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
●
●
●
●
　
●
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

”
聡

　
　
琉
議
．

一……………・……・…一一・…一…………・…・…東京だより……………・…・・…・………躯

　
十
周
年
記
念
事
業
募
金
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
東
京
松
代
会
で
は
、
去
る
4

月
11
目
の
実
行
委
員
会
で
募
金

要
項
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
こ

に
「
お
願
い
状
」
を
同
封
お
届

け
い
た
し
ま
す
の
で
ご
高
覧
く

だ
さ
い
．

　
な
お
、
記
念
事
業
計
画
は
既

報
の
と
お
り
次
の
五
本
柱
で
す
．

　
①
松
代
町
に
観
音
像
建
立

　
②
記
念
祝
賀
会
の
開
催

　
③
会
報
特
集
号
の
発
行

　
④
会
員
名
簿
の
配
布

　
⑤
新
会
員
募
集
目
標
の
達
成

　
つ
き
ま
し
て
は
各
事
業
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て

格
別
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
創
立
十
周
年
記
念

　
　
事
業
実
行
委
員
会
　
　
一
同

　
東
京
松
代
会
々
員
に
対
す
る

芝
峠
温
泉
の
優
待
制
度
が
は
じ

ま
り
ま
し
た

　
先
月
中
旬
、
本
誌
4
月
号
と

一
緒
に
会
員
の
皆
さ
ん
へ
芝
峠

温
泉
の
割
引
券
が
届
け
ら
れ
ま

し
た
。
同
級
会
等
の
団
体
は
除

外
さ
れ
ま
す
が
家
族
等
の
同
行

者
は
対
象
に
な
り
ま
す
．
（
9
月

末
ま
で
有
効
）
こ
れ
は
東
京
松

代
会
の
会
員
へ
の
大
き
な
特
典

で
す
．
ふ
る
さ
と
松
代
町
の
ご

好
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
．

　
芝
峠
温
泉
か
ら
は
今
回
に
続

い
て
、
9
月
中
旬
に
は
秋
の
プ
ラ

ン
、
1
2
月
中
旬
に
は
冬
の
プ
ラ
ン

を
添
え
て
割
引
券
が
配
布
さ
れ

る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
年
間

3
回
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
、
松
代
町
の

ご
好
意
に
応
え
て
、
こ
の
割
引

券
を
フ
ル
に
利
用
し
て
芝
峠
温

泉
へ
出
掛
け
ま
し
ょ
う
！

〈
会
の
う
ご
き
〉

6
月
1
3
日
　
企
画
委
員
会
な
ら
び

　
　
　
　
に
十
周
年
記
念
実
行
委

6
月
3
0
日
　
「
明
日
の
東
京
松
代

　
　
　
　
会
を
考
え
る
」
座
談
会

〈
つ
ど
い
〉

4
月
7
日
　
東
京
松
之
山
会
創

　
　
　
　
立
十
周
年
祝
賀
会

4
月
8
日
　
千
年
会

4
月
1
5
日
　
東
京
奴
奈
川
会
総

　
　
　
　
会
（
石
野
士
が
新
会
長

　
　
　
　
に
就
任
さ
れ
る
）

5
月
2
5
日
　
新
潟
県
人
会
総
会

5
月
2
7
日
　
竹
所
会
総
会

6
月
3
日
　
山
平
総
会
懇
親
会

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
●
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
●
　
O
　
●
　
●
　
●
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
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　　　　　　　　　ド善意に感謝します　　　　i　4月2⑨目l　　　　　l轍麟に参蝕
　　　　　　　　　コ松代分遣所の皆さんがr越後i　　　　　　　齢町毯〔PR理
　　　　　　　　　ドまつだい冬の陣』での雪像コンi
　　　　　　　　　i冬の陣武者が「ビッグスワン」ものっとった？
テストの副賞金一封を松代町社＝

　　　　　　　　　：会福祉協議会に寄付しました．　：　新潟市にできた新潟スタジアム「ビッ

　　　　　　　　　コ所長の久保田初男さんは「町iグスワン」で111市町村の代表などが出

　　　　　　　　　コの福祉に多少なりとも役立ててi演する新潟2001年宇宙の旅が行われ、

　　　　　　　　　ドほしい」と話していました。　i当町からも50人ほどが参加しました。

　　　　　　　　　ニ寄付金額：4万円　　　　　　　i　当町の入場は79番目に行われ、鈴木

　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　：啓一さん（松代高1年）の旗手を先頭
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　iに、越後まつだい冬の陣の鎧武者のい
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　iでたちで入場しました。会場では、「ほ

　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　＝

＝くほく線発祥の地、そしてまつだい冬の陣のイベント．宿泊は雲海の宿、

i芝峠で」とのP　Rに4万人から拍手が贈られていました．
：
・：

　　　　　　　　　■　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　：　長岡市の東山ふれあい農業公園で行われた新潟「緑」の百年物語記念植シルバー人材センターでは4月から　　i

　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　樹には、松代町みどりの少年団や奴
　事務費を7㌫いただいています　i
　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　奈川スポーツ振興会（奴奈川子ども

　　　　　　　　　　十目町広域6市町村のシルバーi’，　　、、職、．難，、・．　塾，＿、　　　　会）の皆さんも参加しました・会場

人材センターでは、国の補助金…脳綱礪

　　　　　　　　　ド問い合わせは松代町社会福祉i

　　　　　　　　　コ協議会（TEL7－3700）まで．　　　i
　　　　　苫．、、盈
．．轍．　　灘　純照写

ちに声をかけられた平山知事を交え、

記念撮影をしたときのものです．

ト
ラ
ツ
グ
ミ

　
雪
が
消
え
は
じ
め
た
頃
の
山

の
方
で
、
夜
中
か
ち
夜
明
け
に

か
け
て

　
「
ヒ
ー
ヒ
ョ
ー
、
ヒ
ー
ヒ
ョ
ー
」

　
と
い
う
無
気
味
な
声
が
す
る

の
を
聞
い
た
人
も
あ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
な
に
か
幽
霊
が
身
の
不
幸
を

訴
え
る
恨
め
し
い
嘆
き
の
声
か

と
思
わ
れ
い
や
な
気
分
に
誘
わ

れ
る
も
の
で
す
．

　
こ
の
声
の
主
は
ト
ラ
ツ
グ
ミ

と
い
う
ツ
グ
ミ
科
の
漂
鳥
と
い

う
さ
す
ら
い
鳥
で
す
が
、
夜
間

行
動
す
る
の
で
、
そ
の
姿
は
め
っ

た
に
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
た
ま
た
ま
関
谷
八
郎
さ
ん
宅

の
餌
づ
け
台
に
昼
間
や
っ
て
き

た
と
こ
ろ
を
カ
メ
ラ
で
キ
ヤ
ッ

チ
し
ま
し
た
．

　
こ
れ
で
こ
の
辺
で
も
冬
を
過

ご
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
昔
、
京
都
の
天
皇
の
お
住
ま

い
で
あ
る
紫
震
殿
の
屋
根
で
、

夜
な
よ
な
無
気
味
な
声
が
す
る

と
い
う
の
で
弓
の
名
人
源
頼
政

が
弓
で
射
落
と
し
た
怪
物
が
頭

が
猿
で
胴
体
は
狸
、
尻
尾
が
蛇

で
手
足
が
虎
、
と
い
う
不
可
解

な
姿
で
声
が
ト
ラ
ツ
グ
ミ
に
似

た
鶴
（
ぬ
え
）
と
い
う
も
の
だ
っ

た
、
と
い
う
の
で
ト
ラ
ツ
グ
ミ

を
ヌ
エ
ジ
ナ
イ
と
呼
ぶ
地
方
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
カ
ケ
ス
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で

ツ
グ
ミ
の
仲
間
と
し
て
は
一
番

大
型
で
す
。

　
夜
が
主
な
舞
台
で
す
が
、
た

ま
に
は
昼
問
も
鳴
く
こ
と
が
あ

り
、
そ
ん
な
と
き
に
は
の
ど
か

な
声
に
聞
こ
え
ま
す
か
ら
、
同

じ
声
で
も
聞
く
環
境
に
よ
っ
て

夜
は
無
気
味
に
、
昼
は
の
ど
か

に
聞
こ
え
る
も
の
で
す
。

　
　
　
（
文
　
高
橋
八
十
八

　
　
　
　
写
真
　
関
谷
八
郎
）

松代の自然

13



……・・・・・・・…一・・・・…福祉のぺ。§》・・一・一・一・一・・・…

介護保険の住宅改修について

利用の方法は、

○ケアマネージャー等が作成する理由書が必要で

　す．改修前にケアマネージャー等にご相談くだ

　さい。

09割の支給を受けるには、下記の書類を添えて

　町の窓口に申請してください．

〈申請に必要なもの〉

　・申請書〈記載事項＞

　住宅改修の内容、箇所と規模・施工者、費用、

　着工・完了年月日

　・添付書類二領収書、ケアマネージャー等が作

　成する「住宅改修に必要な理由書」、内訳書、

　完成後の状態が確認できる書類（目付入りの

　写真）等。

　所有者が被保険者と異なる場合は「住宅改修

　の承諾書」

＊住宅改修は、着工前に必ずケアマネージャーに

相談ください。

　お問い合わせ先
　　　　　　　　　　福祉係　松代町役場　住民課　　　　　　　　　　介護保険係

　電話7－2220

対象となる改修は《

○サービスを利用する人が現に居住している住宅

　の簡易な改修です。

01住宅について、20万円を限度に1割の負担で

　利用できます。

○対象となる改修

　・手すりの取り付け

　貸与に該当するものを除く．

　・床段差解消

　敷居を低くする、スロープの設置、浴室のか

　　さ上げなど。

　・滑り防止・移動円滑化の床材変更

　畳の板製・ビニール系への変更、浴室の床材

　　の滑りにくいものへの変更

　・引戸等への扉の取り替え

　扉全体の変更、ドアノブの変更、自動ドアの

　場合は動力部分を除く．

　・洋式便器への取り替え

　水洗化する場合は水洗化の部分を除く。購入

　対象の腰掛け便座は除く。

　・これらの改修に付帯して必要な改修

　　　児童手当制度がかわりました

平成12年度所得制限限度額

扶養親族等の数
　　児童手当及び

法附則第7条給付の場合（万円）

　法附則第6条給付及び

法附則第8条給付の場合（万円）

O人 170．O 361．O
1人 208．O 399．O
2人 246．O 437．O
3人 284．O 475．O
4人 322．O 513．O
5人 360．O 551．O

平成13年度所得制限限度額昇

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円） 所得制限限度額（万円）

O人 301．O 460．O
1人 339．O 498．O
2人 377．O 536．O
3人 415．O 574．O
4人 453．O 612．O
5人 491．O 650．O

所
得
制
度
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
今
ま
で
受
給
U
で
い
な
い
方
も

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
対
象
と
な
る
方
は
、
5

月
末
日
ま
で
に
役
場
住
民
課
の
窓
ロ
ヘ
「
認
定
請
求
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
新
鎗
に
嚇
蒙
ど
握
惹
滋
．
轟
灘
『
、

14



姦＠
●

○介護保険の住宅改修費支給《申請手続きの流れ》

・要支援以上の認定を受けた方が対象です。

○高齢者・障害者向け住宅改修補助金

ケアマネージャー

施工業者と相談

・対象は、前年の世帯の収入合計が600万円未満

で、次に該当する人です。

①概ね65歳以上で介護保険の要支援、要介護

　の認定を受けた人

②身体障害者手帳1・2級の交付を受けてい

　る人
③療育手帳を持ち障害程度がAの人

・改修内容は障害程度により、異なります．

・補助基準額（上限額は所得によって異なりま

す。）

①に該当する人80万人

②と③に該当する人100万円（介護保険の認定

　を得られなかった人）（重度身体障害者の住

　宅改修費に該当する人は80万円）

・介護保険の住宅改修費支給を併せて利用でき

ます。

　　町の窓口で申請について相談

補助金と介護保険の給付内容を決める

介護保険の手続き

ケアマネージャー

と相談後工事を施

工する。

請申給支

支給決定、給付

　
　
　
ヤ

斑
畑

該当する場合
一　補助金の手続き　』

工事着工前に申請する

請申付交

交付決定

完了届け

補助金交付

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ペ

銅
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
の
’
9

　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ク

残癒

7

食
事
の
介
助
は

上
体
を
起
こ
し
た
姿
勢
で

　
お
年
寄
り
が
自
分
で
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、

食
事
介
助
が
必
要
で
す
。
自
分

で
食
ぺ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

は
本
人
に
と
っ
て
も
つ
ら
く
悲

し
い
こ
と
。
お
年
寄
り
の
気
持

ち
を
考
え
て
、
楽
し
い
食
事
が

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
い
も

の
で
す
．

起
き
て
食
べ
る
に
は
…

　
で
き
る
だ
け
起
き
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
自
分
の
カ
で
起
き
ら

れ
な
け
れ
ば
、
上
体
を
起
こ
す

工
夫
を
し
ま
す
（
食
事
が
安
全

に
で
き
る
角
度
、
30
～
9
0
度
に

し
ま
し
ょ
う
）
。

①
座
イ
ス
を
使
っ
て
座
り
ま

　
し
ょ
う
。

②
ふ
と
ん
を
壁
際
に
つ
け
て
も

　
た
れ
る
の
も
い
い
で
し
ょ

　
う
。

③
イ
ス
を
逆
さ
ま
に
す
る
と
体

　
を
起
こ
す
の
に
役
立
ち
ま
す

　
（
イ
ス
が
倒
れ
な
い
よ
う
に

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
）
。

④
ど
う
し
て
も
起
き
ら
れ
な
け

　
れ
ば
、
3
0
～
6
0
度
上
半
身
を

　
起
こ
し
、
あ
ご
を
引
い
た
姿

　
勢
に
し
ま
し
ょ
う
（
姿
勢
を

　
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
背
中
、

　
ひ
ざ
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
座
布

　
団
を
あ
て
ま
し
ょ
う
）
。

げノロノソ　コカモび
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†大里創プラン通信　Nα20
身勢2003年大地の芸術祭に向け

o芸　「地域検討会議」を4回開催
0術　　　　　　　血
O祭　　あなたの思見もメールで
一　r　　　　　　　およせください

　
　
　
　
　
　
　
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
が
閉
幕
し
て
半
年
、
い
ろ
い

ろ
な
評
価
が
さ
れ
て
い
ま
す
．
そ
ん
な
中
で
早
く

も
2
0
0
3
年
の
開
催
に
向
け
て
住
民
の
有
志
の

皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
検
討
会
を
行
っ
て
い
ま
す
．

昨
年
第
1
回
は
「
行
政
主
導
で
物
事
が
決
定
さ
れ
、

住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た

反
省
を
踏
ま
え
、
第
2
回
の
芸
術
祭
は
「
よ
り
多

く
の
住
民
か
ら
積
極
的
に
企
画
作
り
に
参
画
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
里
創
プ
ラ
ン
推

進
協
議
会
で
は
各
市
町
村
の
広
報
な
ど
で
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
『
地
域
検
討
会
議
』
と
い
う
形
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
圏
域
の
住
民
を
は
じ
め
、
近
隣
市
町
村
、
そ
し

て
新
潟
市
、
上
越
市
な
ど
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

総
勢
7
0
人
以
上
の
人
た
ち
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
と
の
問
で
熱
い
議
論
を
か
わ

し
な
が
ら
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
検
討
会
議
は
今
ま
で
に
4
回
開
催
さ
れ
、

そ
の
中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
事
務
局
で
は
今
後
、
検
討
会
議
で
ま
と
め
ら
れ

た
具
体
的
な
提
案
を
活
か
し
、
企
画
を
つ
め
た
う

え
で
実
施
へ
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
検
討
会
議
以
外
で
も
、
一
般
の
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
方
法

は
、
あ
な
た
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
郵
送
や
E
メ
ー

ル
（
蒔
○
昌
匹
◎
e
毘
●
鼠
昼
・
○
目
む
）
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。　
み
ん
な
の
意
見
で
第
2
回
の
大
地
の
芸
術
祭
を

成
功
さ
せ
た
い
も
の
で
す
．

◆
ム
一
＝
．
◆
・
一
一
…
．
◆
三
一
冒
．
◆
4
≡
．
◆
ゑ
一
一
一
冒
◆
‘
…
．
◆
⊥
導
．
◆
ム
書
．
◆
4
…
．
◆
ム
一
一
一
．
◆
・
一
…
．
◆
ム
署
．
◆
三
一
冒
．
◆
三
…
．
◆
・
一
邑
一
．
◆
三
…
．
◆
・
一
…
．
◆
三
一
一
一
．
◆
ム
…
．
◆
ム
…
．
◆
三
号
．
◆
・
三
一
一
．
◆
三
弓
．
◆
土
…
．
◆
三
一
一
一
．
◆
・
三
一
一
冒
◆
ま
…
．
◆
・
三
一
一
．
◆
三
弩
曹
◆
三
…
・
◆
三
署
・
◆
ム
「
マ
◆
三
署
．
◆
三
一
一
7
◆
・
蕊
マ
◆
三
一
亨
◆
・
一
曇
7
◆
・
三
等
◆
・
菖
苓
◆
三
…
・

大地の芸術祭
ふるさとイベント大賞

全国応募183件の頂点

　「大賞（総務大臣表彰）」を受賞

　昨年行われた「大地の芸術祭」

が飼地域活性化センターが主催し、

全国58新聞社が共催する第5回ふ

るさとイベント大賞で最高賞の大

賞を受賞しました．4月16日に都

内で表彰式が行われ、大賞は新潟

県内からはじめての受賞でした．

　選考では「地域が直接世界と交

流する未来型イベントであり、行

政、個人、ボランティアなどの協

働が好ましく今後’も継続してほし

い」との講評がありました。

　次回の開催にはずみがつきそう

です．

あの感動を再び〃アートトリエンナーレ2000

大
地
の
芸
術
祭
の
記
録
集
を
刊
行
し
ま
し
た

　
　
　
1
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
編
集
1

圭籍名r大地の芸術祭　妻有アートトリエンナーレ20δ旛奪発発元顯．現偲雀画

目　ISBNコードISBN牛773騰5COO71￥480撰韓撒

　
昨
年
、
7
月

20

日
か
ら
9
月

10

日
ま
で
開
催

さ
れ
た
大
地
の

芸
術
祭
の
記
録

集
が
店
頭
で
販

売
さ
れ
て
い
ま

す
．　
記
録
集
の
タ

イ
ト
ル
は
「
大

地
の
芸
術
祭

妻
有
ア
レ
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
0
0
」
で
、

書
籍
の
内
容
は

カ
ラ
i
印
刷
で
、

芸
術
祭
参
加
作

品
を
安
斎
重
男

さ
ん
他
の
写
真

で
紹
介
し
て
い

る
ほ
か
、
地
域
で
作
家
が
児
童
や
住
民
と
繰
り
広
げ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
そ
し
て
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
も
載
っ
て
い
ま
す
．
ま
た
、
関
わ
っ

た
作
家
や
一
般
地
域
住
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
サ
イ
ズ
は
変
形
A
4
版
で
、
全
脇
ぺ
ー
ジ
で
す
．
価
格
は
税
込

み
で
5
、
0
4
0
円
で
、
十
日
町
地
域
6
市
町
村
の
書
店
で
お
求

め
に
な
れ
ま
す
．
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あなたの夢、まつだいでかなえて下さい。

区画

番号

面積

㎡

単価

円／㎡

分譲価格

　円

参考

坪 円／坪

② 316．01 12，000 3，792，120 95．59 39，669

④ 414．76 13，000 5，391，880 125．46 42，975

⑤ 414．64 13，000 5，390，320 125．43 42，975

⑥ 485．85 16，500 8，016，525 146．97 54，545

⑦ 467．72 16，500 7，717，380 141．49 54，545

⑧ 509．92 17，000 8，668，640 154．25 56，198

○県立松代病院まで　　徒歩約4分

○松代保育園まで　　　徒歩約5分

○ディサービスセンターまで　徒歩約5分

○県立松代高校まで　　徒歩約8分

○松代総合体育館まで　徒歩約8分

○松代郵便局まで　　　徒歩約8分

○松代小学校まで　　　徒歩約10分

○松代町役場まで　　　徒歩約10分

○松代中学校まで　　　徒歩約11分

分譲地位置図㊨は売却契約済み．

㊨ ㊨ ㊨ 駒 ㊨ ②

葡 ㊨ ㊨ ㊨ 箇 ㊨

㊨　④ ㊨ 鋳 ⑤ ㊨

㊨　㊨ ㊨ ⑥ ⑦ ⑧

国道253号線バイパ謬

①お申し込みは印鑑持参の上、所定の

　申込書によって先着順に受け付け致

　します。

　尚、申込書は建設課にあります。

②受付時間は午前8時30分から午後5

　時までです。（但し、土・日・祝祭日

　は除く。）

③申し込み受付場所は建設課窓口です。

④建築条件を満たせない方は、お申し

　込みできません。

①土地引き渡しから3年以内に住宅を建築し、

　住民登録をして居住してください。

②原則として10年間は譲渡を禁止します。（但し、

　配偶者又は2親等までの血族を除く。）

③1世帯1区画までとします。

■建築制限等

①建築できる建物は、専用住宅又は、店舗供用

　住宅とします。

②敷地内で雪処理ができる建物とします。

③宅地内に電柱・消火栓等設置されている区画

　もあります。（ご了承下さい。）

所在地／松代町大字松代字梶名地内

交　通／ほくほく線まつだい駅・松

　　　　代ふるさと会館まで徒歩約

　　　　2分

分譲区画数／6区画
分譲面積／別表の通り

分譲価格／別表の通り

道　路／分譲地内は幅6～8m
給・排水／上下水道完備

（下水道は供用開始後となります。）

雇
用
・
労
働
問
題
に
関
す
る

　
　
　
街
頭
労
働
相
談
会

県
で
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
受
け
、

下
記
の
と
お
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
6
月
1
5
日
團
1
3
一
〇
〇
～
1
9
一
〇
〇

会
場
　
市
民
プ
ラ
ザ
（
上
越
市
土
橋
）

問
合
わ
せ
　
上
越
労
政
事
務
所

（
皿
0
2
5
5
2
6
6
1
1
0
）

あ
な
た
の
夢
を
募
集
中

国
営
越
後
丘
陵
公
園
で
は
、
『
第
5
回

夢
プ
ラ
ン
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
応
募
用
紙
を
役
場
庁
舎
2
階
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
の
上
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
．

問
い
合
わ
せ

国
営
越
後
丘
陵
公
園
（
管
理
セ
ン
タ
ー

皿
0
2
5
8
1
4
7
8
0
0
1
）
長

岡
市
東
方
町
中
山
1
9
2
1
1
2

6
月
1
日
～
1
0
日
ま
で

　
　
電
波
利
用
保
護
週
間

不
法
電
波
に
よ
る
苦
情
や
相
談
は
信

越
総
合
通
信
局
の
下
記
ま
で
。

無
線
設
備
へ
の
混
信
や
妨
害

　
モ

　
E
O
2
6
1
2
3
4
1
9
9
7
6

　
T
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
ヘ
の
受
信
障
害

　
　

　
E
O
2
6
－
2
3
4
1
9
9
9
1

　
T

そ
の
他
行
政
相
談

　
モ
　
E
O
2
6
　
2
3
4
　
9
9
6
1

　
T

新
潟
ぶ
る
さ
と
村

　
　
全
館
入
場
無
料
で
す

イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ

ア
ピ
ー
ル
館

　
　

　
E
O
2
5
　
2
3
0
1
3
0
3
0

　
T

バ
ザ
ー
ル
館

　
　

　
E
O
2
5
－
2
3
0
1
3
0
0
0

　
T

げ
唇
ミ
嚢
終
・
日
霞
ゆ
．
冥
①
h
巨
α
q
m
一
書
＼

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
県
民
相
談
室

あ
な
た
の
県
政
へ
の
相
談
、
苦
情
、

行
け
ん
、
提
言
を
専
門
の
相
談
員
が
お

聴
き
し
ま
す
。
県
民
相
談
室
〈
県
庁
1

階
〉
皿
0
2
5
1
2
8
0
1
5
0
7
6

あ
わ
せ
て
県
庁
1
階
で
行
政
資
料
が
ご

覧
に
な
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

行
政
情
報
セ
ン
タ
i

　
　

　
E
O
2
5
1
2
8
0
1
5
0
2
1

　
T
5
月
の
料
理
を
楽
し
む
会

日
時
　
5
月
2
5
日
團
1
0
一
3
0
～

会
場
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

内
容
　
お
も
て
な
し
弁
当

定
員
　
抽
選
で
1
8
名

受
講
料
　
1
、
O
O
O
円

そ
の
他
　
エ
プ
ロ
ン
持
参

申
込
先
　
十
日
町
営
業
所
お
客
様
セ
ン

　
　
タ
i

（
皿
0
2
5
7
5
2
1
3
1
0
7
）
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短
歌

雪
解
け
の
雫
は
小
さ
き
洲
な
し

て
き
ら
き
ら
流
る
春
の
陽
を
受

け　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

贈
ら
れ
し
固
き
蕾
の
フ
リ
ー

ヂ
ャ
ー
の
黄
色
群
れ
咲
く
彼
岸

び
よ
り

目
和
に

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

除
雪
機
の
い
の
ち
は
三
箇
の
螺

じ

子
に
あ
り
始
業
点
検
綿
密
に
な

す　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

の
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

遺
す
も
の
な
に
も
な
く
て
と
老

ち
　
　
　
　
　
　
も
も
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
は

父
は
逝
き
百
咲
く
花
や
老
母
の

足
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
夢

雪
の
上
に
雪
ま
だ
積
り
四
月
に

入
る
風
冷
え
冷
え
と
雪
の
匂
ふ

も　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

蒲
生
句
会

ー
直
江
津
・
朝
市
と
水
族
館
吟
行
－

水
筒
の
水
を
ご
く
り
と
桜
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

反
応
な
き
魚
見
て
お
る
春
寂
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

つ
み
菜
売
る
あ
ね
さ
か
ぶ
り
で

器
量
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ざ
え

口
中
に
砂
の
音
す
る
栄
螺
食
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
人

山
う
ど
の
一
山
売
り
と
皿
売
り

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
人

浜
風
に
水
族
館
の
こ
い
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
路

根
雪
あ
る
過
疎
の
村
に
も
花
便

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
山

春
眠
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
る
山
椒

魚　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

犬
の
仔
の
よ
う
に
筍
抱
い
て
く

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

し
ぶ
み
俳
句
会

由
守
居
の
わ
れ
一
人
で
仰
ぐ
春

の
雲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

散
る
花
の
潔
よ
し
と
も
哀
れ
と

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

風
光
る
屋
根
に
二
人
の
ペ
ン
キ

塗
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

渋
滞
も
時
に
は
楽
し
夕
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

ふ
き
味
噌
の
香
り
嬉
し
と
礼
電

話　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

繕
ひ
の
も
の
あ
れ
こ
れ
と
春
炬

燵　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

木
蓮
の
芽
の
ふ
く
ら
み
の
日
毎

増
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

浅
間
だ
け
雪
被
て
春
の
高
速
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

転
倒
は
笑
ふ
ほ
か
な
し
雪
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

三
百
円
値
引
き
が
嬉
し
植
木
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

◆
直
7
◆
・
亀
琴
◆
・
．
寺
◆
・
．
－
轄
マ
◆
・
。
辱
◆
‘
辱
◆
・
一
毒
◆
・
一
寺
◆
・
色
一
・
◆
皇
7
◆
‘
…
－
◆
・
・
一
マ
◆
・
・
辱
◆
毒
7
◆
‘
畢
◆
三
琴
◆
・
一
一
一
一
曽
・
◆
皇
7
◆
・
一
導
◆
・
一
睾
◆
・
・
号
◆
‘
看
・
◆
・
一
号
◆
・
一
寺
◆
三
一
一
讐
．
◆
・
美
．
◆
・
一
毛
．
◆
・
垂
．
◆
・
垂
．
◆
圭
7
◆
・
些
．
◆
・
亀
、
◆
・
・
－
一
冒
．
◆
・
垂
．
◆
・
一
巷
．
◆
・
一
毒
．
◆
・
垂
．
◆
‘
一
一
冒
．
◆
・
一
葛
．
◆
ム
冒
．
◆
・
唱
－
…
．
◆
・
一
毒
．
◆
義
＝
．
◆
‘
暑
、
◆
・
・
…
．
◆
・
一
一
…
．
◆
・
・
…
．
◆
・
≒
．
◆
．
一
誉
．
◆
．
一
奪
．
◆
，
・
一
一
冒
、
◆
，
一
毒
．
◆
．
・
一
一
＝
．
◆
．
・
一
一
一
7
◆
，
一
善
、

日向ぼつこ

磁∫☆蒸慧、．．紫一一填匙一一

　　　　　雪消えをまつ棚田

　　　　．灘耀

4
謹
、
－
一

　
　
楚

　
　
欝
軸

む
ぢ
ア
　
　
　
マ

　
た
ル
か
　

　
彌
磐
広

の市町村の広報を

。なお、4月から

Cきます。（松代町

二後1時開館）

・
を
館
日
館

報
書
館
書

広
図
休
図

編集室

空にツバメ、田にカエルの声、木々は

緑に包まれ、待ちに待った春の訪れで

す。4月号から表紙がかわりましたが、

担当はかわらず、昨年に引き続き広報

を担当しています。皆様のご意見をお

待ちしています。

園
圏
ゆ
團
回

　
　
（
4
月
1
日
～
4
月
31
日
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

柳
　
　
裕
一
・
小
堺
　
知
子
さ
ん

　
　
　
　
（
松
代
・
釜
田
住
宅
）

商
橋
　
将
樹
・
弓
納
持
聖
子
礎

　
（
松
代
・
下
町
住
宅
A
棟
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

上
村
　
綾
美
瀦
・
良
伸
・
京
子
さ
ん

（
松
代
・
女
の
子
・
下
町
住
宅
）

樋
口
　
祐
香
瀦
・
彰
・
淳
子
瀦

（
松
代
・
女
の
子
・
風
月
堂
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

秋宮小山澤林
ト
ラ
さ
ん
　
　
　
麗
歳

　
　
（
滝
澤
・
な
か
や
）

ト
ラ
さ
ん
　
　
　
8
0
歳

　
　
（
下
山
・
く
ぼ
た
）

夏
子
さ
ん
　
　
　
鵤
歳

　
（
溝
水
・
ご
ろ
べ
え
）

人ロの動き

　男　　2，135人　　（＋3人）

　女2，220人（±O人）
　計4，355人（＋3人）
世帯数　1，479世帯（＋4世帯）

　出生　2人　　死亡　3人
　転入　22人　　転出　18人

　　　　（13年4月末日現在）
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　　　　　　　　慧　　　　　醤　　　知お町の行事予定（5・6月）

◇
町
内
の
商
工
業
者
を
対
象
に
し

た
補
助
金
で
す

　
町
内
に
住
み
店
舗
や
事
務
所
を

設
置
し
て
い
る
人
で
町
民
税
を
完

納
し
て
い
る
人
が
対
象
に
な
り
ま

す
．◇
補
助
対
象
事
業
費
が
㎜
万
円
以

上
を
対
象
と
し
ま
す

　
店
舗
の
新
築
や
改
装
で
、
事
業

費
が
㎜
万
円
以
上
の
場
合
、
2
0
響

の
補
助
率
で
6
0
万
円
を
上
限
に
補

助
を
し
ま
す
．

◇
工
事
の
前
に
ま
ず
ご
相
談
を

　
補
助
金
を
受
け
る
人
は
、
工
事

の
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

詳
し
い
こ
と
は
企
画
振
興
課
商
工

観
光
係
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
．

　
十
日
町
地
域
斎
場
が
4
月
1
日

に
開
場
し
、
十
目
町
地
域
衛
生
施

設
組
合
で
は
、
施
設
の
見
学
を
受

付
け
て
い
ま
す
．

　
見
学
を
希
望
す
る
人
は
左
記
ま

で
．
な
お
、
施
設
の
見
学
は
利
用

の
少
な
い
「
友
引
き
」
の
目
と
な

り
ま
す
．

連
絡
先
　
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
皿
0
2
5
7
1
5
2
1
3
9

2
4
ま
た
は

十
目
町
地
域
斎
場
皿
0
2
5
7
1

5
7
－
5
2
1
3

癒
網
徽

　
　
聾
灘
災
轡
磁
鐘
爲
麗

　
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
等
の
土

砂
災
害
は
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い
財

産
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
山
や
が
け
、
川
な
ど
で
お
か
し

な
点
を
見
つ
け
た
ら
役
場
建
設
課

か
安
塚
土
木
事
務
所
（
皿
7
－
2

0
3
0
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
職
場
や
地
域

で
避
難
場
所
等
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

撰
篠
難
継
　
鞍
懸

灘
鵬
難
義
羅
麟
灘

　
県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
県
政
に
つ
い
て
広
く
ご
意
見
ご

要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
に

県
知
事
あ
て
の
専
用
ハ
ガ
キ
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
当
町
に
は
、
役

場
玄
関
か
ら
入
っ
た
2
階
ロ
ビ
ー

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
．

饗
嚢
難
鞍
纏
貫
顯
．
『
．
．

　
　
　
　
募
葉
鶴
顕
櫨
灘

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
で
は
、
情

熱
と
行
動
力
に
あ
ふ
れ
、
意
欲
あ

る
教
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
．

○
採
用
種
目
　
小
・
中
・
高
等
学

　
校
教
員
及
び
養
護
教
員

○
願
書
の
請
求
先
　
〒
9
5
0
1

　
8
5
7
0
新
潟
市
新
光
町
4
1
1

　
新
潟
県
教
育
庁
　
義
務
教
育
課
第

　
1
係
ま
た
は
高
等
学
校
教
育
課
管

　
理
係

　
　
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
角

　
2
封
筒
に
蜘
円
切
手
を
貼
っ
て
「
教

　
員
採
用
願
書
請
求
」
と
朱
書
き
の

　
上
請
求
の
こ
と
。

○
願
書
受
付
期
間
　
5
月
9
日
㈱
～

　
6
月
4
目
㈲
ま
で

0
1
次
検
査
　
7
月
7
目
出
～
8

　
目
印

　
　
（

○
そ
の
他
　
最
寄
り
の
教
育
事
務

　
所
及
び
新
潟
県
事
務
所
で
も
願
書

　
の
直
接
交
付
を
し
て
い
ま
す
．
た

　
だ
し
、
郵
送
に
は
応
じ
て
い
ま
せ

　
ん
。

第21回山菜を楽しむ会（問）企画振興課

21（月） 小満

22（火） ツベルクリン反応検査（松代中）1二30～2二〇〇

23（水）

24休） B　C　G予防接種（松代中）1130～2＝00

25（金）
松寿大学　総合センター　8二40～

心配ごと相談　デイザービスS　9：00～（担当二宮沢）

26㈹

朋諦
鞘iiil

欝妻…嚢li萎…

野球教室

フリーマーケット『愛の風』．S・るさと会館　9二〇〇～12100

　　　　　　　　　　　　（問）商工観光係

28（月）
上越地区スポーツフェスティバル

春季隣接市町村バドミントン大会　総合体育館

29（火）

30（水）

31（木）

圃
／

6
1

心配ごと相談　デイザービスS　9100～（担当：柳）

2縫〉 松代町ペタンク大会　総合グラウンド

羅霧纏

叢、…i麟萎萎，莚…

松代町各小学校運動会

松代町親善バレーボール大会　総合体育館

4（月）

5（火）

6（水） 芒種

7休）
日本脳炎予防接種　松代小　1＝30～2＝00

犬・猫引取日　役場前　10＝10引取料1，630円（証紙）

8（金）
心配ごと相談　デイザービスS　9二〇〇～（担当＝村山）

松代町ゲートボール審判員実技研修会（芝峠温泉）

9㈹
春季町長杯アーチェリー大会　アーチェリー場

棚田ビオトープ・エコツァー（～10日）農林課：鈴木

一一譲萎

　　華
鱗灘難

松代町芸能発表会　総合体育館（問）生涯学習課

フリーマーケット『愛の風』、S・るさと会館　9二〇〇～12：00

11（月）

12（火）

13（水） 松代高校体育祭

14休） 日本脳炎予防接種　総合センター1＝30～2＝00

15（金） 心配ごと相談デイザービスS　9二〇〇～（担当＝斎藤）

謹6㈲

㎜蟹

灘嚢萎………蓑

ほくほく線沿線市町村婦人バレーボール大会　総体

第3回町長杯パターゴルフ大会　芝峠温泉

第24回松代町ソフトボール大会　総合グラウンド

18（月）

19（火）
直江津信用金庫松代支店長杯ゲートボール大会

中学校東頚城郡球技大会（～20日）

20αk）
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り（今回は、奴奈川地区でのシミ渡りをしたときの様子にっいての便りを紹介します）

　
平
成
1
3
年
4
月
8
日
は
『
奴
奈

川
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
・
子
供
会
』

の
主
催
で
『
奴
奈
川
の
名
峰
「
鍋

立
山
」
し
み
わ
た
り
登
山
』
が
企

画
さ
れ
て
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
た
。

私
も
喜
ん
で
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
朝
8
時
に
奴
奈
川
小
学
校
の
前

に
集
ま
り
、
大
勢
が
町
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
個
人

の
車
な
ど
に
分
乗
し
て
快
晴
の
中

を
発
車
し
、
峠
地
区
で
地
元
の
人

達
と
一
緒
に
な
り
、
車
の
行
き
止

便
ま
り
地
点
ま
で
行
っ
て
、
そ
こ
か

ら
雪
上
を
徒
歩
で
行
っ
た
．

　
ま
だ
雪
は
2
㌶
近
く
も
あ
る
の

で
、
除
雪
し
た
箇
所
以
外
は
雪
の

壁
か
雪
の
上
の
世
界
で
あ
る
．

　
雪
山
の
樹
木
は
ま
だ
蕾
も
膨
ら

ん
で
も
い
な
い
が
、
そ
の
枝
先
で

ホ
オ
ジ
ロ
が
胸
を
張
っ
て

　
「
イ
ッ
ピ
ツ
ケ
ー
ジ
ョ
ー
ツ
カ
マ

ツ
リ
ソ
ロ
（
一
筆
啓
上
仕
候
）
」

　
と
正
確
に
発
音
し
て
鳴
い
て
い

輪
矯
鐵
鐵
難
螺
鑛
鵬
欄

頃
翻
醐

る
。
遠
く
で
は
ま
だ
来
た
ば
か
り

で
呂
律
（
ろ
れ
つ
）
が
あ
や
し
い

ウ
グ
イ
ス
の
声
が
聞
こ
え
る
。

　
一
行
は
室
野
の
小
学
校
の
生
徒

と
、
そ
の
保
護
者
と
地
区
の
人
た

ち
の
参
加
者
に
峠
の
同
じ
立
場
の

人
た
ち
に
木
和
田
原
の
子
供
た
ち

も
交
じ
っ
て
、

な
服
装
で
歩

き
、
華
や
い

で
い
た
．

　
雪
の
な
い

箇
所
に
は
フ

キ
ノ
ト
ウ
が

覗
い
て
い
て
、

急
な
崖
の
斜

面
に
は
カ
タ

ク
リ
と
オ
オ

バ
キ
ス
ミ
レ

の
群
生
が
花

盛
り
と
な
っ

て
い
る
．
雪

の
あ
る
と
無

い
で
は
こ
れ

雪
上
を
カ
ラ
フ
ル

春の鍋立山雪中登山

だ
け
違
う
の
で
あ
る
。

　
所
ど
こ
ろ
木
の
枝
を
切
っ
て
整
、

理
し
て
あ
る
が
、
地
区
の
人
た
ち

の
奉
仕
に
よ
る
も
の
で
有
り
難
い

こ
と
だ
．

　
6
年
生
の
中
沢
君
が
浅
葱
（
あ

さ
ぎ
）
色
の
繭
を
見
付
け
て
何
だ

と
聞
い
て
き
た
。
そ
れ
は
ウ
ス
タ

ビ
ガ
の
繭
だ
。
手
帳
を
破
っ
て
メ

モ
を
渡
し
た
．
ウ
ソ
が
鳴
い
て
い

る
。
ヤ
マ
ガ
ラ
の
声
も
す
る
。

　
や
が
て
主
峰
に
近
く
な
っ
て
き

て
登
り
が
急
坂
に
な
っ
て
き
た
。

崖
の
急
斜
面
は
雪
割
り
草
こ
と
ス

ハ
マ
ソ
ウ
（
或
は
オ
オ
ミ
ス
ミ
ソ

ウ
）
が
カ
タ
ク
リ
と
と
も
に
春
を

　
　
　
　
　
　
　
　
謳
歌
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
白
・
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ク
・
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ー
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
美
し
く
、
中

に
は
多
弁
の

も
の
も
あ
つ

て
貴
重
で
あ

る
。
キ
リ
ン

ソ
ウ
の
苗
も

少
し
交
じ
つ

て
い
た
．
花

の
屑
み
た
い

な
の
が
散
っ

て
い
る
の
は

イ
ワ
ガ
ラ
ミ
の
花
の
枯
れ
た
の
が

冬
を
越
し
て
、
強
風
に
吹
き
ち
ぎ

れ
た
も
の
が
落
ち
た
も
の
だ
。

　
9
時
3
5
分
に
山
頂
に
た
ど
り
着

い
た
。
暑
く
て
汗
が
滴
る
．
そ
こ

は
一
等
三
角
点
の
標
識
が
あ
り
、

そ
れ
に
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
て

　
『
忘
す
る
ま
じ
　
睦
み
し
友
と
峠

校
　
名
残
に
登
る
鍋
立
の
山
　
昭

和
五
八
年
一
〇
月
五
日
　
生
徒
三

〇
名
　
教
師
七
名
』

　
と
彫
っ
て
あ
っ
た
。
標
高
闘
㌶

で
あ
る
．

　
こ
こ
に
も
崖
の
斜
面
は
雪
割
り

草
の
群
落
で
あ
る
が
、
頂
上
は
雪

に
覆
わ
れ
、
シ
シ
バ
ナ
と
呼
ば
れ

て
い
る
マ
ン
サ
ク
の
花
が
咲
い
て
、

周
囲
は
雪
山
が
霞
み
な
が
ら
取
り

巻
い
て
い
る
．

　
こ
こ
鍋
立
山
の
下
を
『
ほ
く
ほ

く
線
』
の
ト
ン
ネ
ル
が
通
っ
て
い

る
が
、
こ
こ
を
開
削
す
る
と
き
は
、

思
わ
ぬ
難
工
事
で
開
通
が
大
幅
に

遅
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
．

こ
の
真
下
あ
た
り
を
通
っ
て
い
る
。

　
米
山
・
黒
姫
・
尾
神
な
ど
の
名

　　　　　　　　　　　i鯵

　　　　　　　　　　φ

　　　　　　　蕪

峰
が
遠
く
、
近
く
の
山
々
も
春
霞

み
で
も
や
っ
て
い
た
．

　
1
0
時
2
0
分
ご
ろ
下
山
に
か
か
り
、

下
の
田
上
の
雪
上
平
原
に
場
所
を

し
つ
ら
え
て
、
お
昼
を
戴
い
た
が

ビ
ー
ル
に
お
酒
、
焼
き
肉
に
お
汁

ま
で
御
馳
走
に
な
り
、
設
営
に
お

骨
折
り
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝

が
あ
る
の
み
で
老
骨
は
た
だ
お
邪

魔
虫
で
し
か
な
く
、
申
し
訳
な
い

有
り
様
で
し
た
．

　
雪
の
斜
面
は
格
好
な
滑
り
台
と

な
っ
て
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
を
利
用

し
た
滑
降
具
で
子
供
た
ち
ば
か
り

で
な
く
大
人
も
大
は
し
ゃ
ぎ
で
滑

り
降
り
て
い
る
。
向
こ
う
の
斜
面

で
は
女
の
子
た
ち
が
木
の
枝
に
乗
っ

て
揺
す
る
「
ヨ
イ
タ
ン
ボ
」
と
い

う
遊
び
に
余
念
が
な
い
よ
う
だ
っ

た
。
全
く
の
自
然
児
に
還
っ
た
の

だ
．　
こ
う
し
て
雪
の
上
で
も
暑
い
の

だ
か
ら
か
な
り
の
温
度
に
な
っ
た

雪
上
の
昼
餐
会
は
賑
や
か
に
進
行

し
て
ゆ
く
の
だ
っ
た
。
私
は
フ
キ

ノ
ト
ウ
を
少
し
収
穫
し
て
満
足
し

て
い
た
。
今
夜
の
油
味
噌
が
楽
し

み
．

　
大
変
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
．

以
上
、
感
謝
し
つ
つ
ペ
ン
を
取
っ

た
次
第
で
す
．

判
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